


２�

　
本
市
は
来
年
正
月
公
開
予
定

の
吉
永
小
百
合
さ
ん
主
演
の
映

画
「
北
の
零
年
」
に
描
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
阿
波
藩
の
稲
田

氏
の
居
住
す
る
城
下
町
と
し
て

成
立
し
、
淡
路
地
域
の
行
政
、

経
済
、
文
化
、
交
通
、
観
光
の

中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
�

　
し
か
し
、
近
年
、
自
動
車
交

通
の
発
達
な
ど
、
社
会
経
済
状

況
の
変
化
に
よ
り
中
心
市
街
地

か
ら
の
人
口
流
出
や
商
店
街
の

沈
滞
化
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
も

団
体
客
か
ら
個
人
客

へ
の
変
化
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
な
ど

厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
�

　
こ
う
し
た
中
で
、

こ
れ
ま
で
に
も
洲
本

商
工
会
議
所
の
中
に
「
市

街
地
活
性
化
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

事
業
や
光
の
街
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
�

�

　
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
復
活
や
観
光
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
は
全

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
で
、
共
通
す
る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
も
、｢

都
市
再
生
本
部｣

を
設
け
て
、
「
稚
内

か
ら
石
垣
ま
で
」
を
合
い
言
葉
に
、
都
市
の
再
生
、
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。�

　
さ
る
六
月
十
八
日
に
は
、
全
国
十
都
市
を
選
ん
で
、
都
市
再
生
本
部
が

開
催
し
た
「
全
国
都
市
再
生
イ
ン
洲
本
」
が
、
サ
ン
ト
ピ
ア
マ
リ
ー
ナ
で�

�

交
付
金
事
業
の
め
ざ
す
も
の�

　
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
は
、
地
域
の
歴
史
、
文
化
、

自
然
環
境
、
味
覚
な
ど
の
地
域

の
良
さ
を
地
域
の
資
源
と
し
て

活
用
し
て
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
施
し
、
都
市
の
再
生
、

活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
制
度

で
す
。�

　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
事
業

と
し
て
は�

１
地
域
観
光
の
活
性
化
を
図
る

こ
と�

２
中
心
市
街
地
の
再
生
を
図
る

こ
と
。�

３
ま
ち
の
防

災
性
、
安
全

性
の
向
上
を

図
る
こ
と�

を
目
標
と
し

て
お
り
ま
す
。�

　
観
光
客
を

中
心
市
街
地

に
誘
導
し
、

ま
ち
歩
き
を

楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
に

よ
り
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
す

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
ま
す
。�

　
具
体
的
に
は
、�

▽
「
ま
ち
な
か
サ
イ
ン
委
員
会
」

の
提
言
に
も
と
づ
い
て
、
観
光

客
に
わ
か
り
や
す
く
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
道
路
づ
く
り
の
た
め

の
、
観
光
案
内
サ
イ
ン
、
道
路

案
内
サ
イ
ン
な
ど
の
設
置�

▽
ま
ち
歩
き
の
対
象
と
し
て
、

足
湯
公
園
、
大
浜
公
園
、
三
熊

山
公
園
、
洲
本
城
跡
周
辺
の
魅

力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備�

▽
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
シ
ョ

ッ
プ
レ
ン
タ
ル
事
業�

▽
防
災
性
、
安
全
向
上
の
た
め

の
井
戸
の
あ
る
防
災
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
の
整
備�

▽
城
下
町
の
風
情
を
味
わ
え
る

石
畳
の
散
策
路
整
備
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。�

　
事
業
の
期
間
と
し
て
は
五
年

間
、
事
業
費
と
し
て
は
十
億
円

程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

三熊山から望む市街地三熊山から望む市街地�三熊山から望む市街地�

観光客にも人気の足湯�

商店街にも活気を商店街にも活気を�商店街にも活気を�



　
今
回
の
交
付
金
事
業
で
は
、

生
石
地
区
の
要
塞
な
ど
の
歴
史

的
遺
産
や
淡
路
橋
立
や
友
が
島

水
道
な
ど
の
自
然
景
観
を
活
か

し
た
観
光
の
振
興
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
を
図
り
、
か
つ
て

の
昭
和
三
十
年
代
の
地
域
の
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
�

　
具
体
的
に
は
、
�

▽
生
石
要
塞
跡
の
歴
史
的
遺
産

へ
の
散
策
路
整
備
、
道
案
内
標

識
、
観
光
案
内
板
の
整
備
�

▽
エ
ト
ワ
ー
ル
生
石
前
の
養
浜
�

▽
生
石
地
区
の
駐
車
場
整
備
や

浜
辺
の
景
観
整
備
、
ト
イ
レ
整

備
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
今

後
、
地
域
の

資
源
で
あ
る

魚
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く

り
に
、
地
域

の
人
た
ち
と

と
も
に
取
り

組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
�

�

　
由
良
地
区
は
、
南
北
朝
時
代

か
ら
紀
淡
海
峡
の
要
衝
の
地
と

し
て
、
洲
本
に
城
下
町
が
移
転

（
千
六
百
三
十
一
年
）
さ
れ
る

ま
で
、
淡
路
の
中
心
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
海
防
上
、
紀
淡
海
峡
の

防
衛
拠
点
と
し
て
砲
台
が
構
築

さ
れ
、
要
塞
の
町
と
し
て
栄
え

て
い
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
昭
和
二
十
五
年
に
は

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
も
指
定

さ
れ
、
貴
重
な
海
浜
動
植
物
が

残
っ
て
い
る
ほ
か
、
友
ヶ
島
水

道
を
行
き
交
う
多
数
の
船
や
成

ヶ
島
、
友
ヶ
島
、
紀
伊
半
島
が

望
め
る
な
ど
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
あ
り
、
ハ
モ
、
タ

イ
、
ウ
ニ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
魚

の
産
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
町
内
会
を
中
心
に
大

阪
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
「
生

石
研
究
村
」
が
創
設
さ
れ
、
「
自

然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
対
す
る
熱
意
の
強
い
地

域
で
も
あ
り
ま
す
。
�

　
し
か
し
、
一
方
で
和
歌
山
か

ら
の
航
路
閉
鎖
以
降
は
か
つ
て

の
観
光
客
の
に
ぎ
わ
い
も
減
少

し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
環
境

や
ホ
ン
モ
ノ
の
歴
史
遺
産
、
ブ

ラ
ン
ド
魚
の
味
覚
と
い
っ
た
由

良
地
域
の
地
域
資
源
が
十
分
に

活
か
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
�

�

３�

再

生

さ

れ

る

姿

�

自

然

は

活

か

し

て

こ

そ

自

然

は

活

か

し

て

こ

そ

�

　

価

値

の

あ

る

も

の

　

価

値

の

あ

る

も

の

�

自

然

は

活

か

し

て

こ

そ

自

然

は

活

か

し

て

こ

そ

�

　

価

値

の

あ

る

も

の

　

価

値

の

あ

る

も

の

�

自

然

は

活

か

し

て

こ

そ

�

　

価

値

の

あ

る

も

の

�

由良連合町内�

名田徹美・会長�

�

　
生
石
山
頂
か
ら
は
、
左
に
由

良
湾
や
淡
路
橋
立
（
成
ヶ
島
）
、

正
面
に
は
、
泉
州
、
友
ヶ
島
水

道
を
往
来
す
る
数
々
の
船
舶
、

右
に
は
大
き
く
開
け
た
紀
伊
水

道
、
四
国
の
山
々
が
展
望
で
き

ま
す
。
ま
た
、
砲
台
跡
な
ど
歴

史
的
遺
産
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
�

　
恵
ま
れ
た
自
然
や
遺
産
を
活

か
し
て
こ
そ
、
価
値
が
生
じ
る

も
の
で
す
。
�

散策路も整備します散策路も整備します。�散策路も整備します。�

歴史を感じさせる要塞跡�

日露戦争２０３高地で使用されたかもしれない大砲�
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任
期
満
了
に
伴
う
洲
本
市
長
選
挙
、
市

議
会
議
員
選
挙
が
八
月
一
日
告
示
さ
れ
、

市
議
会
議
員
選
挙
で
は
立
候
補
者
が
定
数

を
超
え
な
い
た
め
、
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
。
　
�

　
市
長
選
挙
で
は
、
八
月
八
日
の
投
開
票

の
結
果
、
新
市
長
に
は
柳
　
實
郎
氏
が
、

九
一
八
二
票
を
得
票
し
、
初
当
選
を
果
た

し
ま
し
た
。
投
票
率
は
、
五
六
・
三
五
　

（
前
回
七
六
・
五
四
　
）
で
し
た
。
�

　
定
数
が
二
人
減
と
な
っ
た
市
議
会
議
員

選
挙
に
は
、
二
十
人
が
立
候
補
し
、
全
員

が
無
投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
者
の

内
訳
は
、
前
職
十
四
人
、
新
人
六
人
、
党

派
別
で
は
、
無
所
属
十
五
人
、
日
本
共
産

党
三
人
、
公
明
党
二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
長
の
任
期
は
、
九
月
四
日
か
ら
、
市

議
会
議
員
の
任
期
は
、
八
月
八
日
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
四
年
間
で
す
。
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

市
長
選
挙
当
選
者

市
長
選
挙
当
選
者
�

市
長
選
挙
当
選
者
�

新
し
い
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん

新
し
い
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
�

新
し
い
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
�

無
所
属
新
�

宇
原
�

当
選
一
回
�

竹
内
通
弘
　
議
員
　
５８
�

無
所
属
前
�

物
部
�

当
選
二
回
�

戸
田
公
三
　
議
員
　
５５
�

公
明
党
前
�

大
野
�

当
選
二
回
�

硲
口
千
惠
美
　
議
員
　
５４
�

無
所
属
前
�

物
部
�

当
選
二
回
�

小
川
英
一
　
議
員
　
７０
�

無
所
属
前
�

桑
間
�

当
選
二
回
�

和
田
正
昭
　
議
員
　
６２
�

無
所
属
新
�

海
岸
通
�

当
選
一
回
�

柳
　
實
郎
　
氏
　
５８
�

公
明
党
新
�

上
物
部
�

当
選
一
回
�

先
田
正
一
　
議
員
　
４４
�

無
所
属
新
�

塩
屋
�

当
選
一
回
�

岩
橋
久
義
　
議
員
　
５８
�

無
所
属
前
�

由
良
�

当
選
二
回
�

名
田
英
樹
　
議
員
　
６２
�

日
本
共
産
党
前
�

由
良
町
�

当
選
五
回
�

片
岡
　
格
　
議
員
　
５５
�

無
所
属
前
�

下
内
膳
�

当
選
三
回
�

小
松
　
茂
　
議
員
　
５２
�

無
所
属
新
�

本
町
�

当
選
一
回
�

海
老
一
　
　
議
員
　
５０
�

無
所
属
前
�

千
草
�

当
選
三
回
�

谷
　
文
雅
　
議
員
　
４４
�

無
所
属
前
�

本
町
�

当
選
三
回
�

地
村
耕
一
良
　
議
員
　
６０
�

無
所
属
前
�

安
乎
町
�

当
選
四
回
�

奥
井
正
展
　
議
員
　
６０
�

無
所
属
前
�

栄
町
�

当
選
二
回
�

望
月
慶
子
　
議
員
　
６２
�

無
所
属
前
�

中
川
原
町
�

当
選
四
回
�

柳
　
雅
文
　
議
員
　
５５
�

無
所
属
新
�

大
野
�

当
選
一
回
�

惣
田
浩
和
　
議
員
　
４３
�

日
本
共
産
党
前
�

千
草
�

当
選
六
回
�

高
田
隆
安
　
議
員
　
５５
�

日
本
共
産
党
前
�

大
野
�

当
選
四
回
�

木
戸
内
良
夫
　
議
員
　
６７
�

無
所
属
新
�

由
良
�

当
選
一
回
�

廣
田
恵
三
　
議
員
　
３６
�

　項目は、氏名、年齢（８月８日現在）、党派、住所、当選回数の順�▽
�

（
届
け
出
順
）
�
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�

　
洲
本
市
連
合
町
内
会
の
皆
さ

ん
が
、
北
海
道
南
西
沖
地
震
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
奥
尻
島

を
研
修
視
察
し
ま
し
た
。
�

　
今
世
紀
前
半
に
も
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海

地
震
に
備
え
、
防
災
意
識
を
高

め
よ
う
と
行
っ
た
も
の
で
、
市

内
の
町
内
会
長
五
十
二
人
と
市

消
防
団
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
�

　
奥
尻
島
は
、
平
成
五
年
七
月

に
発
生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地

震
で
、
死
者
百
七
十
二
人
の
ほ

か
、
土
砂
崩
壊
や
家
屋
の
流
出

な
ど
で
、
島
全
体
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
地

震
に
伴
い
、
震
源
に
近
い
奥
尻

島
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
二
〜

三
分
後
に
津
波
の
第
一
波
が
来

襲
し
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、
津

波
の
到
達
し
た
最
高
の

高
さ
は
二
十
九
　
に
達

し
て
い
ま
す
（
三
十
一

　
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
）
。

考
え
ら
れ
な
い
高
さ
の

津
波
の
来
襲
で
、
家
や

集
落
が
一
瞬
の
う
ち
に

壊
滅
し
ま
し
た
が
、
人

的
被
害
の
ほ
と
ん
ど
も

津
波
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
�

　
視
察
で
は
、
公
園
と

生
ま
れ
変
わ
っ
た
被
災

現
場
や
、
整
備
さ
れ
た

防
潮
堤
、
宅
地
な
ど
を

見
回
っ
た
ほ
か
、
奥
尻

町
役
場
の
担
当
者
か
ら

発
生
当
時
の
状
況
や
復

興
ま
で
の
苦
労
、
災
害

時
の
心
が
ま
え
な
ど
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
�

南
海
地
震

南
海
地
震
に
備
え
て
「
防
災
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」�
南
海
地
震

南
海
地
震
に
備
え
て
「
防
災
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」�
南
海
地
震
に
備
え
て
「
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」
４�

　
津
波
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

時
は
、
と
に
か
く
高
台
へ
逃
げ

る
こ
と
。
奥
尻
島
で
も
第
一
波

で
高
台
に
避
難
し
た
住
民
が
数

分
後
に
低
所
に
戻
っ
た
と
き
、

第
二
波
の
来
襲
を
受
け
、
波
に

さ
ら
わ
れ
た
被
害
者
が
多
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
津
波
を
興
味

本
位
で
見
に
行
く
の
は
、
絶
対

や
め
ま
し
ょ
う
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
消
防
防
災
係
（
　
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
２
５
）
へ
。
�

�

津
波
被
災
地
で
学
ん
だ
こ
と

津
波
被
災
地
で
学
ん
だ
こ
と
�

津
波
被
災
地
で
学
ん
だ
こ
と

津
波
被
災
地
で
学
ん
だ
こ
と
�

津
波
被
災
地
で
学
ん
だ
こ
と
�

洲
本
市
連
合
町
内
会
�

川
添
義
己
・
会
長
�

　
改
め
て
地
震
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
す
る
貴
重
な

視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
直
ち
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

情
報
を
入
手
し
、
必
要
に
応
じ
て
隣
近
所
に
呼
び
か
け
、
誘

い
あ
っ
て
高
い
建
物
や
高
台
な
ど
へ
避
難
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
�

　
ま
た
平
常
時
は
、
声
か
け
（
あ
い
さ
つ
）
運
動
な
ど
を
広

め
、
隣
近
所
の
交
流
を
促
し
て
い
き
た
い
で
す
。
�

洲
本
市
消
防
団
�

米
山
　
昇
・
団
長
�

　
津
波
被
災
地
を
実
際
に
視
察
し
て
、
津
波
の
恐
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
洲
本
市
内
で
も
、
南
海
地
震
で
予
想
さ

れ
る
津
波
の
高
さ
や
時
間
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
集

会
や
、
地
図
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
�

　
今
回
、
各
町
内
会
長
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
視
察
し
た
経
験

を
生
か
し
て
、
今
後
、
各
町
内
会
の
消
防
団
員
と
住
民
と
が

参
加
す
る
訓
練
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域
内

の
危
険
箇
所
や
避
難
所
な
ど
が
分
か
る
地
図
の
作
成
に
も
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

被災地で説明を受ける会長のみなさん�



　詳しくは、洲本市健康福祉館内保健センター（　２２・３３３７）へ。�

住所・電話�
�

下加茂１丁目１―８８�
　２３・２０１９�

宇山２丁目１―２�
　２４・３２００�

�

大野１３３５�
　２３・００９９�

下加茂１丁目１―３７�
　２４・３６６０�

宇原１９４―１�
　２２・０８８９�

受診時間�
�

 9：00～12：30�
15：30～18：00�

 8：30～12：00�
15：00～18：00�

�

 9：00～12：00�
17：00～19：00�

 9：00～12：00�
15:00～18：00�

 9:00～12：00�
16:00～18：30

備　考�
�

木・休診�
火・土・午後休診�

火・木・土は�
１２時３０分まで�
午後休診�

木・土�
午後休診�

火・木・土�
午後休診�

 火・木・土�
午後休診�

６�

　　エネルギー　２３１　�

　　塩分　　　　１．４�
 

1３０�

◆
作
り
方�

　
鶏
肉
は
余
分
な
脂
肪
を
除
い

　
て
一
口
大
に
そ
ぎ
切
り
に
し
、

　
塩
と
こ
し
ょ
う
を
振
っ
て
し

　
ば
ら
く
お
く
。�

　
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
、
玉
ね
ぎ

　
は
そ
れ
ぞ
れ
二
　
角
に
切
り
、

　
な
す
は
水
に
さ
ら
し
て
ア
ク

　
を
抜
く
。�

　
な
べ
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、

　
鶏
肉
を
入
れ
て
両
面
を
焼
き

　
つ
け
、
玉
ね
ぎ
を
加
え
て
透

　
き
通
る
ま
で
炒
め
合
わ
せ
る
。�

　
ジ
ュ
ー
ス
を
注
い
で
水
四
分

　
の
一
カ
ッ
プ
と
固
形
ス
ー
プ

　
を
入
れ
、
煮
立
っ
た
ら
な
す

　
と
ピ
ー
マ
ン
を
加
え
る
。
再

　
び
煮
立
っ
た
ら
火
を
弱
め
て

　
約
十
五
分
煮
、
塩
と
こ
し
ょ

　
う
で
味
を
と
と
の
え
る
。�

2３�

４�

1 鶏
肉
と
夏
野
菜
の
ト
マ
ト
煮�

◆材料（２人分）�

鶏胸肉（皮なし）　　１４０　�

塩　　　　　　　　小さじ１/５�

こしょう　　　　　　　　少々�

なす　　　　　　　　　　１個�

ピーマン　　　　　　　大２個�

玉ねぎ　　　　　　　 １/２個�

サラダ油　　　　　　小さじ２�

トマトミックスジュース　小１缶�

固形スープ　　　　　 １/３個�

塩・こしょう　　　　　各少々�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

１人分�

男女共同参画「ジェンダー楽習カルタ」�
生涯にわたる男女共同参画学習促進事業�

～子どもに多様な未来を用意するために～�

０歳からの男女共同参画学習実行委員会作成�
市役所市民生活部人権推進課男女共同参画社会係�

ら
ん
ら
ん
る
ん
る
ん
　
た
の
し
い
だ
ん
す�

　
　
　
　
ぼ
く
は
と
っ
て
も
　
だ
い
す
き
さ�

り
ょ
う
り
　
す
き
　
ぼ
く
は�

　
み
ら
い
の
　
く
っ
き
ん
ぐ
ぱ
ぱ�

る
す
ば
ん
も
　
ぱ
ぱ
の�

　
て
り
ょ
う
り
　
ま
ま
あ
ん
し
ん�

性に
こだわ

らない子育てで子どもの心を育む性に
こだわ

らない子育てで子どもの心を育む

栄養士　野田　久美�

セ
ン�

  

チ�

がん検診のお知らせ�がん検診 のお知らせ�がん検診のお知らせ�がん検診のお知らせ�
子宮頚がん、乳がん検診を次の日程で行います。がんの初期は、自覚症状がほとんど無く、

気付いた時には病気が進行しているケースも多くあります。ぜひこの機会に受診してください。�

◆子宮頚がん検診�
 事前予約は不要です。必ず検診時間内にお越し下さい。�

　今回の検診も子宮頚がん検診であり、体がんの検診は含
まれておりません。子宮体がん検診をご希望の人は、産婦
人科医院に直接お問い合わせください。�
　対 象 者　２０歳以上の人�
　検診費用　１，２００円（７０歳以上の人は無料）�
　検診時間　各医院とも、午後１時３０分～２時３０分�
　検診当日の着衣は、スカートでお願いします。�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

◆乳がん検診�
 検診期間  ９月１日（水）～９月３０日（木）�

　対 象 者　３０歳以上の人�
　検診費用　７００円（７０歳以上の人は無料）。�
　受診する医院の窓口でお支払いください。�
　検診方法　視触診�

▽
�

▽
�

▽
�

 実  施  日�

９月　７日（火）�

９月　８日（水）�

９月１４日（火）�

９月１５日（水）�

９月２７日（月）�

９月２８日（火）�

９月２９日（水）�

９月３０日（木）�

医  院  名�

カク・西本�

協同産婦人科�

森　医　院�

土倉産婦人科�

産婦人科小児科

高田医院�

 住所・電話�

本町３丁目１－２７�

　２３・１５０３�

下加茂１丁目１―３６�

　２４・０３０３�

下加茂１丁目１―３７�

　２４・３６６０�

 宇山３丁目１―２１�

　２２・５５４０�

▼
�

医　院　名�

�
今井クリニック�

�

木曽医院�

�

木村医院�

土倉産婦人科�

仁寿堂医院�

（外科）�



７�

８７�
洲本市立洲本第二小学校�

　全校児童（１９３人）は、６月１６日（水）、

私たちの町「洲本」の自然を大切にし、愛す

る心を育てようと、保護者の皆様と一緒に、

大浜海水浴場で清掃活動をしました。�

　洲本第二小学校の校区に、古くから言い伝えられている、三熊山に住んでいた芝居好きの

柴衛門狸とその仲間の狸たちのお話です。洲本実業高等学校の生徒による電子紙芝居を鑑賞

してそれにまつわる踊り「洲本八狸音頭」を日舞の先生の指導で、子どもたちと保護者・職

員が一緒に踊りました。楽しい時間を過ごし、ふれあいを深めました。�



写真�ニュース�

洲本第二小学校で　世界の子どもたちと交流�

　第１５回世界少年野球大会兵庫大会が、
７月２９日から開催され、８月１日洲本第
二小学校で、同校の５、６年児童が参加し
て交流会が行われました。アメリカやカメ
ルーンなど１９か国の子どもたちが参加し、
阿波踊りや吹き戻しを使ったゲームなどを
楽しみました。�

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行を防止したり、罪を
犯してしまったりした人たちがあらためて人生をやり直すことが
できるように、それぞれの立場の人がみんなで力を合わせて、明
るい社会を築こうという運動です。「更生保護の日」である７月
１日からの１か月を強調月間として、7月４日ジャスコ新洲本店
前で街頭啓発が行われました。�

８�

　洲本市立図書館企画事業の講演会「子ども
は判ってくれない」が、７月３日図書館２階
視聴覚室で行われました。講師の神戸女学院
大学文学部教授　内田樹氏は「ためらいの倫
理学」など多くの著作があります。�

JICAの研修生が、ため池を視察�

　JICA（国際協力事業団）の「畑地帯農業管理コース」プログラム
の研修生が、ため池の視察に７月２７日洲本市を訪れました。インド
やホンジュラスなどからの研修生１０人は、鮎屋の大城池や鮎屋川ダ
ムなどを見学し、ため池の利用方法などの説明を受けました。�

どこよりも魅力的な地域社会づくりをめざして�

　「阪神・淡路大震災１０周年記念事業　参画
と協働の推進フォーラム淡路県民フォーラム」が、
７月２７日みくまホールで開かれました。フォ
ーラムでは、同志社大学教授の山下淳氏による
講演と、各団体の代表を迎えたパネルディスカ
ッションが行われました。�

青少年を見守る目　地域社会を支える目�

図書館で講演会　�
「子どもは判ってくれない」�

小型ポンプの部で千草分団が優勝�

　淡路地区消防操法大会が７月１８日、城戸アグリ公園で行われ、小
型ポンプの部で千草分団が優勝しました（自動車ポンプの部は準優勝）。
優勝した千草分団は、８月２９日に行われる県大会に出場します。�



９�

由良の水掛け祭り　夏越祭�

みんなで見て考えよう成ヶ島�みんなで見て考えよう成ヶ島�みんなで見て考えよう成ヶ島�

　由良の「夏越祭」が、７月３１日に由良湊神
社で開催されました。前厄の男性がかつぐ神輿
が町中を練り歩きながら浜へ向かう間、沿道の
人たちは水を掛け、厄払いをしました。�

　成ヶ島のハマボウの観察会と成ヶ島を考え
るシンポジウム「みんなで見て考えよう成ヶ島」
が、７月１９日由良の成ヶ島と由良中学校で
開催されました。午前の部ハマボウ観察会・
ゴミ清掃大作戦では、炎天下のもとハマボウ
やハクセンシオマネキなど、成ヶ島の希少な
生物を観察しながら、漂着ゴミの清掃を行い
ました。午後の部の会場由良中学校体育館には、
京都造形芸術大学と大阪成蹊芸術大学の皆さ
んが、成ヶ島の漂流物をつかって作成したオ
ブジェも飾られ、成ヶ島の豊かな自然環境や
漂着ゴミの問題についての発表が行われました。�

TEL 26-1133

淡路ごちそう館� （みけつくに）�御食国�

�

＊持ち帰り弁当を承ります（９月１日より）�

私たちの住む淡路島の特産品を
全国へ宅配します。�
いろいろ選んで詰め合わせる
「うまいもん」ギフトが好評！�

〈９月の定休日〉９月８日（水）、９月１５日（水）、�
�
貸切などの事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。�

未�

洲
本
市
街
頭
犯
罪
等
抑
止
対
策
協
議
会
が�

　
防
犯
を
呼
び
か
け
る
看
板
を
設
置�

　
洲
本
市
街
頭
犯
罪
等
抑
止
対
策
協
議
会
が
、
塩
屋
緑
地
に
防
犯

を
呼
び
か
け
る
看
板
を
設
置
し
、
７
月
２９
日
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
看
板
に
は
「
参
加
し
ま
し
ょ
う
　
ご
近
所
の
防
犯
運
動
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
い
わ
た
通
り
を
通
る
人
た
ち
に
防

犯
を
呼
び
か
け
ま
す
。�

ご指定の時間に仕上げる内容充実の弁当です。�
￥１，０００ ￥１，５００ ￥２，０００など（ご予算に応じます）�

各種宴会、友人・家族の集まり、慶弔会席�
など予算に応じてお献立。貸切も承り中！�



１０�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
終
戦
後
皮
膚
病
患
者
の
三
分

の
一
が
疥
癬
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る
程
日
本
人
を
悩
ま
し
た
も

の
で
す
。D

D
T

やB
H
C

の
外

用
で
患
者
数
が
減
少
し
、
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
一
九
七
四
年
頃
か
ら

再
び
増
加
の
傾
向
が
み
ら
れ
、

海
外
旅
行
で
の
不
潔
性
交
が
原

因
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
一
般

家
庭
に
拡
が
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
老
人
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
で
集
団
発
生
し
兵
庫
県
下

で
も
か
な
り
の
患
者
数
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
疥
癬
は
疥
癬
虫
（
ヒ
ゼ
ン
ダ

ニ
）
の
感
染
で
お
こ
り
ま
す
。

次
の
症
状
が
あ
っ
た
時
は
先
ず

疥
癬
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。
皮
膚

の
柔
か
い
部
分
、
主
と
し
て
指

間
、
下
腹
部
、
外
陰
部
や
関
節

の
屈
曲
部
に
小
さ
い
紅
斑
や
結

節
が
み
ら
れ
、
灰
白
色
の
浅
い

ト
ン
ネ
ル
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
そ
の
痒
み
が
異
常
に
強
く
、

夜
間
そ
の
た
め
に
睡
眠
不
足
に

な
り
ま
す
。
一
般
に
皮
膚
病
に

は
ス
テ
ロ
イ
ド
が
よ
く
使
用
さ

れ
ま
す
が
こ
れ
は
ま
っ
た
く
無

効
で
む
し
ろ
増
悪
し
ま
す
。
ま

た
周
囲
に
同
じ
よ
う
な
症
状
の

人
が
い
た
ら
疥
癬
を
疑
っ
て
下

さ
い
。
皮
膚
科
専
門
医
で
も
誤

診
し
や
す
い
と
言
わ
れ
、
特
に

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
の
併
発

は
治
療
上
注
意
が
必
要
で
す
。�

　
診
断
は
や
は
り
顕
微
鏡
下
で

疥
癬
虫
を
み
つ
け
る
こ
と
で
す
。

指
間
、
陰
嚢
は
比
較
的
虫
体
の

検
出
が
容
易
で
す
。
疑
わ
し
い

時
は
は
や
め
に
専
門
医
で
検
査

を
う
け
て
下
さ
い
。�

　
治
療
はB

H
C

軟
膏
が
有
効

で
す
が
中
毒
が
問
題
と
な
り
、

現
在
我
が
国
で
つ
か
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
一
般
に
は
安
息
香
酸

ベ
ン
ジ
ル
・
ク
ロ
タ
ミ
ト
ン
軟

膏
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
硫
黄
浴
も
有
効
で
す
。
衣
類
、

寝
具
な
ど
は
日
に
干
す
こ
と
。

下
着
や
シ
ー
ツ
は
よ
く
洗
濯
し

て
下
さ
い
。�

募

集

�
�������　

県
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
な
ど
地
域
防
災
の
担

い
手
を
対
象
と
し
た
体
系
的
・

実
践
的
な
防
災
に
関
す
る
知
識
・

技
術
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
、

次
の
と
お
り
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
〜
平
成
十
七

　
年
三
月
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、

　
祝
日
の
う
ち
十
二
日
間
程
度

　
（
約
五
十
時
間
）
�

◆
と
こ
ろ
　
兵
庫
県
立
広
域
防

　
災
セ
ン
タ
ー
（
三
木
市
）
ほ

　
か
�

◆
対
　
象
　
自
主
防
災
組
織
の

　
リ
ー
ダ
ー
な
ど
地
域
防
災
の

　
担
い
手
や
、
リ
ー
ダ
ー
に
な

　
る
こ
と
を
め
ざ
す
人
�

◆
研
修
内
容
　
防
災
の
メ
カ
ニ

　
ズ
ム
や
仕
組
み
に
関
す
る
講

　
義
、
実
習
な
ど
�

◆
定
　
員
　
百
人
（
先
着
順
）
�

◆
申
込
締
切
　
九
月
十
七
日
（金）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

県
防
災
企
画
課
（
　
０
７
８
・

３
６
２
・
９
８
０
９
）
へ
。
�

���　
社
団
法
人
兵
庫
み
ど
り
公
社

で
は
、
地
域
の
緑
化
活
動
に
取

組
も
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
育

成
や
、
地
域
の
緑
化
活
動
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
花
い
っ
ぱ

い
運
動
推
進
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
募
集
し
ま
す
。
�

◆
活
動
内
容
　
地
域
の
緑
化
活

　
動
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
緑
化

　
活
動
グ
ル
ー
プ
の
交
流
促
進
�

◆
活
動
支
援
　
月
千
円
の
活
動

　
助
成
金
な
ど
�

◆
応
募
資
格
　
園
芸
装
飾
技
能

　
士
、
造
園
技
能
士
の
資
格
を

　
有
し
て
い
る
な
ど
、
緑
化
に

　
関
す
る
専
門
的
知
識
を
持
っ

　
て
い
る
人
�

◆
応
募
期
限
　
八
月
三
十
一
日

　
（火）
（
当
日
消
印
有
効
）
�

▼
詳
し
く
は
、
（社）
兵
庫
み
ど
り

公
社
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
研

究
所
（
　
０
７
８
・
３
６
１
・

８
１
２
６
）
へ
。
�

��　
市
で
は
、
交
付
金
を
活
用
し
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
�

◆
業
務
内
容
　
史
跡
管
理
業
務

　
（
清
掃
、
草
刈
り
な
ど
植
栽

　
管
理
）
�

◆
雇
用
期
間
　
平
成
十
六
年
十

　
月
〜
平
成
十
七
年
三
月
�

◆
募
集
人
員
　
三
人
�

◆
募
集
期
間
　
八
月
十
八
日
（水）

　
〜
二
十
七
日
（金）
ま
で
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
　
２
４
・

４
８
３
０
）
へ
。
�

�

�

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て
�

ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
座

�

受
　
講
　
生
�

花
い
っ
ぱ
い
運
動
�

　

推

進

員

　

�

クラモト皮膚科�

倉本昌明  医師�

疥

 

　

癬

�

か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

せ
ん�

未�
未�

未�

未�

未�
未�

疥癬虫メス�

ご
ろ
�



　売買・贈与・交換・建築などによって不動産（土地・
家屋）を取得すると、登記の有無にかかわらず不動産取
得税が課税されます。その際、忘れずに申告してください。�
　また、次のような場合には軽減制度が適用される場合
があります。�
　住宅や住宅の敷地の取得�
　阪神・淡路大震災により�
　被災した家屋に代わる家屋の取得�
　詳しくは、淡路県民局洲本県税事務所不動産取得税課�
（　２６・２０２８）へ。�
�

　　　◆市民税県民税（普通徴収）第２期�

　　　◆国民健康保険税          　  第２期�

　　　◆介護保険料（普通徴収）   第２期�

　　　　　　納期  ８月３１日（火）　　　�

　　　納税は便利、安全、確実な口座振替で�

　　　　　　市役所総務部税務課�

◆問い合わせ先　住宅金融公庫大阪支店返済相談室�
　　　　　　　　（　０６・６２８１・９２８４）�
◆相談時間　月・火・木・金　午前９時～午後７時３０分�
　　　　　　水・土　　　　　午前９時～午後５時�
◆ホームページ　http://www.jyukou.go.jp�

１１�

�����　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
周
知

と
地
域
福
祉
推
進
の
重
要
性
や

こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
社
協

の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
今
年
も
「
社
協
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
店
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
三
日
（日）
午
前

　
十
時
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

　
会
館
駐
車
場
�

◆
区
　
画
　
四
　
×
二
　
程
度
�

◆
出
店
料
　
一
口
五
百
円
の
共

　
同
募
金
に
ご
協
力
下
さ
い
。
�

◆
募
集
期
間
　
九
月
一
日
（水）
〜

　
二
十
四
日
（金）
ま
で
（
土
日
祝

　
日
を
除
く
）
、
受
付
時
間
は

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で
。
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
　

２
６
・
０
０
２
２
）
へ
。
�

�������　
旧
軍
人
（
本
人
死
亡
の
場
合

は
そ
の
妻
）
で
軍
人
恩
給
の
未

請
求
者
の
受
給
資
格
を
調
査
し

ま
す
（
公
務
員
退
職
な
ど
の
年

金
受
給
者
を
除
く
）
。
�

◆
申
込
み
　
履
歴
申
立
書
に
住
�

　
所
・
氏
名
・
軍
歴
な
ど
を
記

　
入
し
終
戦
当
時
の
本
籍
地
の

　
都
道
府
県
援
護
担
当
課
に
提

　
出
�

◆
用
　
紙
　
洲
本
市
健
康
福
祉

　
館
内
介
護
福
祉
課
に
備
付
け
�

◆
恩
給
の
種
類
　
▽
普
通
恩
給

　
実
在
三
年
以
上
の
加
算
年
を

　
含
め
た
在
職
十
二
年
以
上
　

　
▽
一
時
恩
給
　
実
在
が
引
き

　
続
き
三
年
以
上
　
▽
一
時
金

　
実
在
三
年
以
上
（
一
時
恩
給
・

　
一
時
金
は
支
給
一
回
限
り
）
�

▼
詳
し
く
は
、
県
援
護
室
恩
給

係
（
　
０
７
８
・
３
４
１
・
７

７
１
１
内
線
２
９
９
８
、
２
９

９
９
）
へ
。
�

������　
（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
年
一
回

現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
、
手
当
の
支
払
い
が

一
時
停
止
さ
れ
る
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
�

◆
届
出
締
切
り
　
八
月
三
十
一

　
日
（火）
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
健
康
福
祉

　
館
内
福
祉
課
�

▼
詳
し
く
は
、
同
福
祉
課
（
　

２
２
・
３
３
３
２
内
線
５
１
０
）

へ
。
�

������◆
と
　
き
　
八
月
二
十
七
日
（金）
、

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
リ
ベ
ラ
ル
物
部
店
�

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
電
気
工
�

事
工
業
組
合
淡
路
支
部
（
　
２
�

２
・
０
５
６
６
）
へ
。
�

軍
人
恩
給
の
受
給
資
格
を
�

　
調
査
し
ま
す
�

電

気

設

備

�

無
料
相
談
所
を
�

開
設
し
て
い
ま
す
�

大
き
く
広
が
れ
社
協
の
輪
�

第
十
回
社
協
の
つ
ど
い
�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
�

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
�

　
受
給
者
の
人
は
　
�

　
現
況
届
の
提
出
を

母：幸代さん（大野）�

小川　洸輝 くん　（平成１５年１０月２７日生まれ）�
我が家のエンジェル洸輝ちゃんです。�
元気でとてもワンパクです。                  

今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�

こうき�

８月２６日（木）（第４木曜日）�
午前７時～正午�

わが家の　ホ ー プ�

　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（　２２・３

３２１内線３４３）へ。�

▼
�

▼
�

今月の納期今月の納期�今月の納期今月の納期�今月の納期�

�

　住宅金融公庫では、マイホーム新築資金などの融資
を受けた人で収入の減少などにより返済が困難となっ
た人について、返済方法の変更などの返済相談を実施
しています。返済に不安を感じている人は、お早めに
ご相談ください。（毎週土曜日も相談可）�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

不動産を取得した場合、不動産取得税の申告をお忘れなく！�不動産を取得した場合、不動産取得税の申告をお忘れなく！�不動産を取得した場合、不動産取得税の申告をお忘れなく！�

などで一定の要件を�
満たす場合�｝�△

�
△
�



�����◆
と
　
き
　
九
月
二
十
三
日
（木）
、

　
午
後
一
時
〜
二
時
半
�

◆
と
こ
ろ
　
三
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン

　
グ
プ
ラ
ザ
「
パ
ル
テ
ィ
」
�

▽
飼
い
主
の
決
ま
っ
て
い
な
い

子
犬
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
近
隣

の
動
物
病
院
で
健
康
診
断
（
原

則
と
し
て
無
料
）
を
お
受
け
に

な
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
子
犬
は
離
乳
し
て
あ
り
、
九

十
日
令
ま
で
。
▽
当
日
受
付
け

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
獣
医
師
会

事
務
局
（
洲
本
家
畜
保
健
衛
生

所
内
　
２
２
・
５
６
０
６
）
へ
。
�

�����◆
と
　
き
　
十
月
六
日
（水）
、
午

　
前
十
一
時
〜
午
後
四
時
半�

◆
と
こ
ろ
　
神
戸
市
教
育
会
館

　
大
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
中
央
区
）�

◆
対
　
象
　
飲
食
店
、
魚
介
類

　
販
売
業
、
魚
介
類
せ
り
売
り

　
業
、
フ
グ
の
加
工
を
行
う
者�

◆
受
講
料
　
五
千
円�

◆
受
付
期
間
　
八
月
二
十
五
日

　
（水）
〜
九
月
八
日
（水）�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
食
品
衛
生
協
会
（
洲
本
健

康
福
祉
事
務
所
食
品
衛
生
課
内

　
２
６
・
２
０
６
６
）
へ
。
�

�������　
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅

登
録
制
度
は
賃
貸
人
の
申
請
に

よ
り
、
高
齢
者
の
入
居
を
受
け

入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
賃
貸

住
宅
を
登
録
し
、
県
の
窓
口
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
一
般
の

人
に
広
く
情
報
提
供
す
る
制
度

で
す
。
�

　
ま
た
、
登
録
さ
れ
た
賃
貸
住

宅
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
居
住

支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
家
賃
債

務
保
証
制
度
（
六
か
月
を
限
度

に
支
払
債
務
を
保
証
。
要
保
証

料
）
を
希
望
に
よ
り
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
入
居
者
の

年
齢
等
一
定
要
件
が
必
要
）
。
�

���　
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅

閲
覧
制
度
は
、
「
高
齢
者
の
居

住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
安
心
・

円
滑
に
入
居
で
き
る
賃
貸
住
宅

の
情
報
を
県
の
窓
口
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
県
土
整

備
部
ま
ち
づ
く
り
局
民
間
住
宅

室
（
　
０
７
８
・
３
４
１
・
７

７
１
１
内
線
４
７
２
２
、
４
７

２
８
か
、H

P
 http://w

eb.pre�

f.hyogo.jp/m
injyuu/kourei.

htm

）
へ
。
�

����　
国
民
の
暮
ら
し
向
き
を
家
計

の
所
得
、
消
費
、
資
産
の
三
面

か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
六
年

全
国
消
費
実
態
調
査
が
九
月
か

ら
十
一
月
ま
で
の
三
か
月
間
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
各
種
社
会
・
経
済
諸

施
策
の
た
め
の
貴
重
な
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
調

査
対
象
世
帯
は
、
本
町
一
丁
目

二
番
・
三
番
、
本
町
二
丁
目
二

番
、
宇
山
三
丁
目
九
番
・
十
番
・

十
一
番
・
十
二
番
、
宇
山
の
一

部
、
下
加
茂
一
丁
目
二
番
・
五

番
・
六
番
・
七
番
の
地
域
か
ら

統
計
的
な
方
法
に
基
づ
い
て
選

定
さ
れ
た
世
帯
で
す
。
調
査
員

が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
伺
い
し

ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
　
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
４
）
へ
。
�

　近年の救急出場の増加により、救急車が不足してしま
う恐れがあります。急病など症状の軽い人で搬送手段が
あるにもかかわらず、救急車で行けば早く見てもらえる
などの安易な利用で、一刻を争う重い症状の人が、利用
できなくなることもあります。�
　みなさん、助け合いの精神で、正しい救急車の利用を
心がけましょう。�

淡路広域消防事務組合�

　淡路広域消防では、次のような講習会を開催しています。

詳しくはお近くの消防署にお尋ね下さい。�

１２�

情報広場�

全
国
消
費
実
態
調
査
に
�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
�

　大切な命を救うために必要な行動を、迅速に途切れるこ
となく行う重要性を表しています。�
　突然の事故や病気であなたの大切な人の呼吸や心臓が止
まってしまったら、あなたはどうしますか？�
　その人の命を守るために迅速で適切な対応が必要です。
救急車が到着するまでの「空白の時間」に何も手当てする
ことなく放置された場合の救命率は極めて低くなります。�
　救命の連鎖は、その場に居合わせたあなたが「空白の時
間」に適切な応急手当を始めることからスタートします。
尊い人命を救うすばらしいスタートがきれるよう、また家
族やあなた自身のために、正しい応急手当の知識と技術を
身に付けておきましょう。�

動
物
愛
護
週
間
行
事
�

子
犬
の
飼
い
主
さ
が
し
と
�

愛
犬
の
健
康
相
談
�

平
成
１６
年
度
�

「
フ
グ
調
理
・
衛
生
に
関
す
る
�

特
別
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
�

ご
存
知
で
す
か
？
�

高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
の
�

登
録
・
閲
覧
制
度
�

賃

貸

住

宅

を

�

所
有
さ
れ
て
い
る
人
へ
�

「救命の「救命の連鎖」連鎖」�「救命の「救命の連鎖」連鎖」�「救命の連鎖」�

早い通報�

早い�
応急手当�
早い�

救急処置�
早い�

医療処置�

おちついてはっきりと１１９番に通報する�

救急車の到着前に心肺蘇生法などの応急手
当を行う�
救急救命士などの行う除細動などの高度な
応急処置�

医療機関における医療処置�

講習名�

応急手当
講習�

普通救命
講習�

上級救命
講習�

時間�

１～２時間�

３時間�

８時間�

講　習　内　容�

心肺蘇生法か、外傷の手当�

心肺蘇生法か、大出血時の止血法�

普通救命講習の内容に小児などの心
肺蘇生法、外傷の手当てなどを追加�

救急車の救急車の利用時の利用時のお願お願い�救急車の救急車の利用時の利用時のお願お願い�救急車の利用時のお願い�

賃
貸
住
宅
を
お
探
し
の
�

高

齢

者

の

人

へ

�



◆と　き　９月５日（日）

　午前１０時～午後４時�

◆ところ　洲本環境セン

　ター「すいせん苑」（塩

　屋１―１―４　駐車場

　あり）�

１３�

２６８�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��ネ
ブ
ト
ク
ワ
ガ
タ
�

　
最
近
は
ク
ワ
ガ
タ
ブ
ー
ム
で
、

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
採
り
を
す
る
人

が
ず
い
ぶ
ん
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
ネ
ブ
ト
ク
ワ
ガ
タ
に
興

味
を
持
つ
人
は
少
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
�

　
ネ
ブ
ト
ク
ワ
ガ
タ
は
、
雌
雄

と
も
前
羽
に
よ
く
目
立
つ
ス
ジ

が
あ
り
ま
す
。
雄
の
体
長
は
十

三
か
ら
二
十
八
　
、
雌
の
体
長

は
十
二
か
ら
十
七
　
と
小
形
で

す
が
、
雄
は
大
あ
ご
の
形
で
他

種
と
区
別
で
き
ま
す
。
�

　
幼
虫
は
、
サ
ク
ラ
や
ク
ヌ
ギ

な
ど
、
多
く
の
広
葉
樹
の
枯
木

の
中
で
育
ち
、
成
熟
す
る
と
枯

木
の
中
に
部
屋
を
作
っ
て
、
さ

な
ぎ
に
な
り
ま
す
。
羽
化
し
た

成
虫
は
樹
液
に
集
ま
り
、
灯
火

に
も
飛
来
し
ま
す
。
�

　
ネ
ブ
ト
ク
ワ
ガ
タ
は
本
州
、

四
国
、
九
州
に
分
布
し
て
い
ま

す
が
、
淡
路
島
で
は
先
山
か
ら

記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
�

����　
不
妊
の
問
題
は
、
十
組
に
一

組
の
夫
婦
に
存
在
す
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
出
生
を

希
望
す
る
夫
婦
に
と
っ
て
は
深

刻
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、

少
子
化
が
進
む
今
日
に
お
い
て

は
社
会
的
に
も
重
要
な
課
題
で

す
。
�

　
不
妊
治
療
の
う
ち
医
療
保
険

が
適
用
さ
れ
ず
、
高
額
の
医
療

費
が
か
か
る
場
合
、
経
済
的
な

理
由
か
ら
子
ど
も
を
諦
め
ざ
る

を
得
な
い
夫
婦
も
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
次
世
代
育
成
支
援
の
一

環
と
し
て
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
不
妊
治
療
費
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
十
六

年
八
月
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。
�

◆
対
象
治
療
法
　
配
偶
者
間
の
�

　
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
（
特

　
定
不
妊
治
療
）
�

◆
助
成
の
対
象
者
　
平
成
十
六

　
年
四
月
一
日
以
降
に
対
象
治

　
療
を
受
け
た
法
律
上
の
夫
婦
�

◆
給
付
の
内
容
　
一
年
度
あ
た

　
り
上
限
額
十
万
円
と
し
、
通

　
算
二
年
支
給
�

◆
所
得
制
限
　
六
百
五
十
万
円

　
未
満
（
夫
婦
合
算
の
所
得
ベ

　
ー
ス
）
�

▼
申
請
な
ど
詳
し
く
は
、
洲
本

健
康
福
祉
事
務
所
（
洲
本
保
健

所
）
保
健
指
導
課
（
　
２
６
・

２
０
６
３
、
２
６
・
２
０
６
４
）

へ
。
�

���◆
八
月
十
八
日
（水）�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時�

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館�

◆
八
月
二
十
二
日
（日）�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半�

　
大
野
公
民
館�

◆
九
月
九
日
（木）�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半�

　
三
洋
電
機
モ
バ
イ
ル
エ
ナ
ジ

　
ー
カ
ン
パ
ニ
ー�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。�

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
が
�

開
始
さ
れ
ま
す
�

みんなで行こう！　下水道施設見学会　下水道施設見学会�みんなで行こう！　下水道施設見学会　下水道施設見学会�みんなで行こう！　下水道施設見学会�

平成１６年度洲本市農業祭�平成１６年度洲本市農業祭�平成１６年度洲本市農業祭�
◆と　き　９月１９日（日）、午前８時３０分～（小雨

　決行、荒天の場合は２０日（月）に順延）�

◆ところ　城戸アグリ公園�

◆内容　　畜産共進会（乳牛・和牛）　　淡路ビーフの

　焼肉コーナー　　野菜・海産物などの青空市　　堆肥

　の無料配布　　福引コーナーなど�

　詳しくは、市役所産業振興部農政課（　２２・３３２

１内線２４４）へ。�

▼
�

　洲本市公共下水道の都市計画決定変更案の説明会を次

のとおり開催しますので、お知らせします。�

◆と　き　９月１４日（火）、午後７時～�
◆ところ　市民交流センター（旧勤労センター）�
　　　　　１階会議室A、B�

◆主な内容　下水道計画区域の変更�

ネブトクワガタ（左が雄、右が雌）�

▽
�

▽
�

▽
� ▽
�▽
�

献
血
日
程�

ミ�　
リ�

ミ�　
リ�

◆と　き　１１月２３日（火・祝日）�
◆ところ　流通科学大学（神戸市）�
◆受　付　９月１３日（月）～１７日（金）�
　詳しくは、市役所都市整備部下水道課（　２２・３

３２１内線３３５、３３６、３３８）へ。�

▼
�
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市民交流センター　�市民交流センター　�市民交流センター　�
ところ　洲本市宇原１７８８－１�
T E L .　２４・４４５０（本　館）�
F A X .  ２４・４４５２（本　館）�
T E L .　２２・１６０５（プール）�

施設のあらまし�施設のあらまし施設のあらまし�施設のあらまし�
■ホール　客席・固定席２９９席、舞台・間口１０　、
　奥行１０　、高さ５　、ピアノ、エレクトーン、映
　写機（３５　、１６　）、音響・照明設備、反響板
　と控室（A・B）があります。�
■体育室（８９０平方　）　バレーボール、バスケッ
　トボール、テニス、バトミントン、卓球などに利用
　できます。�
■会議室　A　８４平方　　定員３６人�
　　　　　B　７０平方　　定員２４人�
　＊２部屋通しでの利用や展示にも利用できます。�
■和　室　A　１２畳（茶室の設備があります）�
　　　　　B　１０畳�
　＊２部屋通しで利用できます。�
■室内温水プール　２５　、６コース、公認プール�
　幼児用プール（２４．３４平方　）�
　採暖室、男女更衣室、男女シャワー室、２階に観覧
　用ギャラリーがあります。�

メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�
メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�

　交流センターには、ビバホール、体育室、和室、特別会
議室、視聴覚室、工芸室、普通会議室と別館にドルフィン
プール（温水）などの施設があります。�
　また、市民交流センターとなっていますが、市民の皆さ
んはもちろん、島内・島外の人の利用も大いに進めていま
す。利用料金も従来と同じ設定にしています。�
　新しいサークル活動を目指している人や多くの人の活用
を期待したいと思います。�

ホール�

ホール控室A・B�

�

�

視聴覚室�

特別会議室�

ピアノ　　　　　　２，５００円�

エレクトーン　　　　２，５００円�

映写機３５　　　　 ７，５００円�

映写機１６　　　　 １，９００円�

　　　　　　　　 ３，８００円�

映写機８　　　　　１，２００円�

映写機スライド　　 １，２００円�

金屏風　　　　　 １，３００円�

レクチャーテーブル　１，９００円�

ワイヤレスマイク　　　７００円�

陶芸炉　　　　　 １，３００円�

反響板　　　　　 ２，４００円�

※付属設備の料金は、午前、

午後、夜間のそれぞれの間の

使用料です。�

A�

B�

�

�

A�

B�

専用利用�

共同利用�

専用利用�

共同利用�

会議室�

和室�

工芸室�

体育館�

ミ�
　リ�

ミ�
　リ�

ミ�
　リ�

ミ�
　リ�

ミ�
　リ�

室　名�

使用料（円）�

午前�
（午前９時～正午）�

午後�
（午後１時～５時）�

夜間�
（午後６時～９時）�

�

付属設備�

９，４００�

２５０�

１，６００�

１，５００�

２，２００�

１，８００�

１，３００�

１，０００�

１，１００�

�

１，６００�

１００�

１５，３００�

４００�

２，７００�

２，４００�

３，５００�

２，８００�

２，０００�

１，７００�

１，６００�

�

２，７００�

１００�

１３，５００�

３００�

２，５００�

２，１００�

３，３００�

２，６００�

１，８００�

１，５００�

１，５００�

�

２，４００�

１００�

１人１回につき１５０�

プール�
１人１回につき　大人６００　�

小人（中学生以下）３００�

　7月からヤングアダルト（中学・高
校生向け）コーナーを一般カウンター
向かいの棚に設置しています。また、
児童室には、課題図書や、自由研究に
役立つ本をとりそろえています。ぜひ
ご利用ください。�

《 新着本紹介 》�
｢地域づくりの福祉援助｣�
高橋幸三郎／編著　ミネルヴァ書房�

｢百億の星と千億の生命｣�
カール・セーガン／著　新潮社�

｢現代短歌そのこころみ｣�
関川夏央／著 日本放送出版協会�

｢道長の冒険，平安妖異伝｣�
平岩弓枝／著　新潮社�

｢地方は変われるか｣�
佐々木信夫／著　筑摩書房�

《 行事のお知らせ 》�
「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�
９月１日(水) 午前１１時から�

「おはなし会」　（３～６歳児対象）�
９月１１日(土) 午後２時から�

「もっとおはなし会」（小学生対象）�
９月１１日(土) 午後２時３０分から�

「おりがみ教室」�
９月４日(土) 午後２時から�

「つくってあそぼう！」�
９月１９日(日) 午後２時から�

※「おりがみ教室」「つくってあそぼ
う！」は定員４０人。参加申込は前日
まで。�

洲本市民工房・ギャラリー�
◆ココカラココへ展‘０４�
　８月１７日（火）～２９日（日）�
　午前１０時～午後７時（ワークシ
　ョップ開催時は午後９時まで開館）�
　主催　洲本市民工房�
�
市民講座受講生募集�
　◆受付締切　８月３０日（月）�
　陶芸入門・初級講座�
　◆とき　第１・３木曜日、午後１
　　時３０分～３時３０分�
　◆定員１０人�
　◆受講料　１０，０００円�
　　　　　　（材料費別）�
　◆講師　中山玄二郎先生�
　◆持ち物　エプロン、タオル２枚�

ヘルパー２級取得講座�ヘルパー２級取得講座�ヘルパー２級取得講座� 学生募集� ●教育訓練給付制度あり●�

受講費用：１３万円（教材費・実習費・補講費・消費税など全て含む）・分割支払い可能�

■津名校■（定員４０人）�
〒６５６－２１３２　津名郡津名町志筑新島６－２７�
ほのぼのケアセンター　3F　デイケアルーム�

■三原校■（定員４０人）�
〒６５６－０４０２　三原郡三原町八木天野大久保６０３－１�
デイサービスセンターあかとんぼ�

（
予
定
）
�

�三原校　　 ８月中旬　　   火・木・土　 （夜７時～１０時）　 ０７９９－４３－３６００�
津名校　　 ９月中旬　      月・水・金　 （夜７時～１０時）　 ０７９９－６０－３２３２�

会議室会議室�会議室� 和室和室�和室�

※料金表は平日料金です。�

｛�
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マタニティメイト（対象・妊婦）　�
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！�
「いのちって何だ」 �
　◆とき　毎月第１～第４月曜日�
　◆受付　午前９時３０分～�
　◆内容　母子健康手帳の交付�
「お母さんは元気」  �
　◆とき　８月１８日（水）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診�
「赤ちゃん大好き」  �
　◆とき　９月１４日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方�
「こんにちは赤ちゃん」　要予約�
　◆とき　１０月５日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　沐浴の練習�
「おっぱいで育てたい」�
　◆とき　１０月１９日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊婦体操�

８月、９月の乳幼児健康診査・相談
を次のとおり行います。対象者には
問診票などを送付しますので、母子
手帳を持参し受診してください。�
◆受　付　　乳児、１０か月、１歳
６か月健康診査、２歳児健康相談　 
午後１時～１時１５分�
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時�
　７か月児相談　午前９時４５分～１０時�

８月２０日（金）�
（第３金曜日）�

９月  ２日（木）�

９月  ９日（木）�

９月１６日（木）�

９月２２日（水）�

９月２４日（金）�

�

�

１歳６か月児健康診査（H１５年１月生）�

１０か月児健康診査（H１５年１０月生）�

３歳児健康診査（H１３年６月生）�

乳児健康診査（H１６年５月生）�

７か月児相談（H１６年２月生）�

１歳６か月児健康診査（H１５年２月生）�

�

すくすく子育て相談　要予約�
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。�
�
　     乳児期　　　　　幼児期�
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）�
 �９月１７日（金）　９月１０日（金）�
 午前９時３０分～ 　午前１０時～�
�
歯科保健相談 �
　◆とき　毎月第４水曜日�
　◆受付　午後１時～１時３０分。
　　フッ素塗布を同時に行います（予
　　約が必要、料金１，４８０円）。�
�
成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）�
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時  （栄養相談は第１
　　月曜日）�
�

法律相談  弁護士による相談。�
◆と　き　９月１日（水）、９月１５
　日（水）�
◆受　付　市役所市民相談係で電話に
　よる予約受付けをしています。（1
　２２・３３２１内線３４５、３４６）�
◆ところ　総合福祉会館�
行政相談  �
◆と　き　９月８日（水）、午後１時
　１５分～�
◆受　付　午後１時１５分～２時�
◆ところ　総合福祉会館�
社会保険相談  �
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０
　時～午後３時�
◆ところ　市民会館�
心配ごと相談（1２６・００２２）�
◆と　き　毎月２日、１２日、２２日、
　２７日（日曜、祝日の場合は翌日）
　午後１時～４時�
◆ところ　総合福祉会館で。�
＊電話での相談にも応じています。�

人権相談（1２２・０４９７）�
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午
　後４時�
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局
人権相談室�
家庭児童相談（1２２・３３３２）�
 ０～１８歳までの子供の相談。�
◆と　き　毎週月・火・木、午前８
　時３０分～午後５時１５分�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
青少年相談（1２２・４５４７）�
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時�
◆ところ　青少年センター�
母子家庭相談（1２２・３３３２）�
◆と　き　毎週金曜日午前１０時３
　０分～午後５時�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
高齢者相談（フリーダイヤル０１２
　０・３６・７８３０） �
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時３０分�
◆ところ　淡路県民局�
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成人健康相談�
◆とき　毎月第１～４金曜日、�
◆受付　午後１時～１時３０分�
心の相談  要予約�
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。�
◆とき　毎月第２火曜日、奇数月第
３火曜日、午後１時３０分～�
栄養表示基準制度相談  要予約�
◆とき　毎月第１、３月曜日、午前
１０時～正午�
栄養専門相談  要予約�
◆とき　毎月１・３月曜日午後１時～
５時�
胃がん検診 �
◆とき　９月 １日（水）、午前９時～
申込・市 保健センターへ�
２時間人間ドック  �
◆とき　火、水、木曜日で保健所が
指定する日、午前９時～�
＊料金１４，９９０円、申込・洲本
　健康福祉事務所（保健所）へ�
＊洲本市民で国民健康保険に加入し
３０歳以上の人に８，０００円、社
会保険などの加入者で４０歳以上の
人に５，０００円の助成があります。
（ただし１年度１回限り）�
　助成について条件などがあります
ので、国保の人は、市民課国保年金
係へお問い合わせください。�
（1２２・３３２１内線２５５）�

（保健所）�（保健所）�（保健所）�
TEL.22-3541

▼
�

◆とき　９月　８日（水）、�
　午前１０時～正午�
　＊健康づくり教室、住民健診の結�
　果説明会を同時に開催します。�

お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ�



　地球上には、およそ2万種の蝶の仲間が生息しています。私たちの住む
淡路島では、８２種類の蝶が観測されています。今回の展示会では、淡路
で観察されているすべての蝶のほか、日本の国蝶であるオオムラサキや「春
の女神」と呼ばれるギフチョウなど約１７００点の標本と写真などの資料
を展示しています。蝶を通して、淡路島の自然を再発見してみませんか？ 

�
�
�
�
◆入館料　一般４００（３２０）円、大学・高校生２５０（２
　　　　　００）円、中・小学生１００（８０）円、シルバー
　　　　　（満６５歳以上の洲本市民）２００円、乳幼児・身
　　　　　体障害者は無料�
　＊（　　）は団体２０人以上の入館料です。�
　＊小学生・中学生はのびのびパスポートか、ココロンカード
　　を提示すれば無料。�

�
◆と　き　８月２１日（土）、午後２時～�
◆ところ　淡路文化史料館１階研修室�
◆講　師　堀田　久（淡路昆虫研究会会長）�
◆入場料　無料（予約不要）�
�
�
◆と　き　８月２８日（土）、�
　　　　　午後１時３０分～午後３時�
◆ところ　淡路文化史料館１階ロビー�
◆講　師　堀田　久、登日　邦明�
◆参加料　無料（予約不要）�

　詳しくは、淡路文化史料館（　２４・３３３１）へ。�▼
�

　第５７回淡路島祭りが７月３０日から８月１日まで行わ　第５７回淡路島祭りが７月３０日から８月１日まで行われました。初日の踊り大会ではれました。初日の踊り大会では「八狸音頭」の歌「八狸音頭」の歌
と踊りが披露されたほか阪神・淡路大震災復興１０周年記と踊りが披露されたほか阪神・淡路大震災復興１０周年記念事業の一つとして、神戸のサ念事業の一つとして、神戸のサンバチームも参加ンバチームも参加
しました。また、期間中、旧アルファビアで「御食国・淡しました。また、期間中、旧アルファビアで「御食国・淡路島の『おいしいフェスタ』」路島の『おいしいフェスタ』」が開かれましたが開かれました。�
（２日目の踊り大会は雨天で途中で中止になりました）（２日目の踊り大会は雨天で途中で中止になりました）�

　第５７回淡路島祭りが７月３０日から８月１日まで行われました。初日の踊り大会では「八狸音頭」の歌
と踊りが披露されたほか阪神・淡路大震災復興１０周年記念事業の一つとして、神戸のサンバチームも参加
しました。また、期間中、旧アルファビアで「御食国・淡路島の『おいしいフェスタ』」が開かれました。�
（２日目の踊り大会は雨天で途中で中止になりました）�

講演会　淡路島にはどんな蝶がいるんだろう�

鑑定会　みんなが出会った蝶はどんな蝶？�

◆と　き　９月５日（日）まで�
　　　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）�
　　　　　休館日　毎週月曜日�
◆ところ　淡路文化史料館３階企画展示室�


